


■
■
■
■
■
■
□
■
■
ｊ
ｑ
０
●
６
８
世
■
１
０
Ⅱ
Ⅱ
０
０
■
Ｂ
７
９
０
－
０
－
ｌ
０
Ⅱ
ｊ
－
ｄ
０
ｌ
０
ｌ
Ｕ
１
０
０
Ⅱ
■
■
■
珀
曰
■

2０ 
2１和泉の国の非人番について

こ
こ
に
は
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
堺
四
ヶ
所
の
非
人
の
人
び
と

の
居
所
や
人
数
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
生
活
の
実
態
を
も
簡
潔
に
記

さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
堺
四
ヶ
所
の
非
人
の
人
び
と
は
、
堺
の
町

も
ら
い
も
の

と
せ
い

の
人
び
と
よ
り
の
「
貰
物
」
を
も
っ
て
、
「
渡
世
」
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
そ
の
生
活
の
基
盤
の
保
障
の
見
か
え
り
と
し
て
、
「
町
々
」

ひ
と
だ
ち
の
ば
し
よ

を
廻
っ
て
、
「
祭
礼
」
や
「
法
事
」
な
ど
の
「
人
立
之
場
所
」
な
ど

に
出
現
す
る
「
盗
賊
」
や
「
悪
党
」
な
ど
を
排
除
し
、
取
締
り
を

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
堺
四
ヶ
所
非
人
の
人

び
と
は
町
抱
え
の
非
人
で
あ
り
、
治
安
担
当
に
従
事
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

て
か

そ
し
て
、
「
泉
州
筋
」
の
「
村
々
」
へ
「
手
下
」
の
人
び
と
を
派

遣
し
て
、
村
々
の
治
安
を
担
当
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
人

び
と
こ
そ
非
人
番
で
あ
る
が
、
こ
の
非
人
番
の
人
び
と
は
村
々
で

孤
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
し
て
、
な
に
か
異
変
が
あ
れ
ば
、
四

ち
ゆ
う
し
ん

ヶ
所
非
人
の
長
吏
へ
「
注
進
」
を
し
、
そ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も

と
に
非
人
番
の
人
び
と
は
、
村
々
に
お
い
て
そ
の
担
当
を
し
て
い

る
治
安
の
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
の
記
事
の
末
尾
の
但
し
書
に
、
堺
四
ヶ
所
非
人
の
人
び
と
は
、

「
石
河
土
佐
守
」
が
「
奉
行
」
を
し
て
い
た
こ
ろ
よ
り
、
「
浅
野
壱

岐
守
」
が
「
奉
行
」
中
の
享
保
八
年
（
一
七
一
一
三
）
に
か
け
て
、

役
負
担
と
し
て
、
「
御
仕
置
者
」
の
「
諸
事
御
用
」
を
担
当
さ
せ
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

昔
通
り
勤
め
た
い
旨
を
願
い
出
て
、
享
保
八
年
五
月
二
一
一
曰
に
願

の
通
り
許
可
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
の
時
点
で
、
そ
れ
ま
で

「
御
仕
置
者
」
の
「
諸
事
御
用
」
を
勤
め
て
い
た
堺
四
ヶ
所
非
人

の
人
び
と
は
そ
の
役
負
担
を
莞
Ｃ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
こ
の
刑
吏
と
し
て
の
役
負
担
を
負
荷
し
た
奉
行
に
つ

い
て
記
し
て
お
こ
う
。

徳
川
氏
が
堺
奉
行
を
置
い
た
の
は
、
慶
長
五
年
二
六
○
○
）

の
関
ヶ
原
の
戦
に
勝
利
し
た
直
後
か
ら
で
あ
る
が
、
以
後
、
歴
代

の
奉
行
は
後
掲
の
表
の
通
り
で
あ
る
。
Ｓ
堺
市
史
」
に
よ
る
）

後
掲
の
表
に
登
場
す
る
石
河
勝
正
・
石
河
利
正
は
親
子
で
あ
り
、

と
も
に
「
土
佐
守
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
浅
野
壱
岐
守
奉
行
中
の

享
保
八
年
（
一
七
一
一
三
）
よ
り
「
凡
八
、
九
十
年
以
前
」
と
な
る

と
、
八
○
年
前
と
は
寛
永
一
一
○
年
（
’
六
四
三
）
で
あ
り
、
九
○

年
前
と
は
寛
永
一
○
年
（
一
六
三
一
一
一
）
で
あ
り
、
石
河
勝
正
が
奉

行
の
時
代
と
な
る
。
従
っ
て
、
「
御
仕
置
者
」
の
「
諸
事
御
用
」
の

役
負
担
を
堺
四
ヶ
所
非
人
の
人
び
と
へ
負
荷
し
た
の
は
石
河
土
佐

守
勝
正
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
堺
四
ヶ
所
非
人
の
人
び

と
は
堺
奉
行
の
管
轄
下
に
編
成
ざ
れ
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。

三
浦
周
行
著
・
朝
尾
直
弘
編
「
大
阪
と
堺
」
に
付
載
さ
れ
て
い

る
略
年
表
に
は
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
「
堺
商
人
平
山
常

こ
れ
と
関
連
の
あ
る
記
事
が
、
右
の
記
事
の
続
き
の
「
穣
多
村
」

の
と
こ
ろ
に
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
「
御
仕
置
者
」
の
「
諸
事
御
用
」

は
舳
松
村
領
内
の
除
地
（
菟
税
地
）
に
居
住
す
る
「
穣
多
」
の
人

び
と
の
役
負
担
で
あ
っ
た
の
が
、
「
石
河
土
佐
守
」
が
「
奉
行
」
の

時
、
家
数
・
人
数
の
減
少
に
よ
り
願
に
よ
っ
て
、
そ
の
役
負
担
を

晃
Ｃ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
役
負
担
は
堺
四
ヶ
所
非

人
の
人
び
と
へ
奉
行
よ
り
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
「
浅
野
壱
岐
守
」
が
「
奉
行
」
を
し
て
い
た
享
保
八
年

五
月
に
「
穣
多
」
の
人
び
と
よ
り
、
家
数
・
人
数
の
増
加
を
理
由

と
し
て
、
除
地
の
見
返
り
と
し
て
の
「
御
仕
置
者
」
の
役
負
担
を

陳
は
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
を
同
船
帰
国
し
た
こ
と
が
露
顕
し
、

火
刑
に
処
せ
ら
れ
る
」
と
記
さ
れ
、
寛
永
三
年
（
一
六
一
一
六
）
に

「
七
道
浜
に
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
処
刑
さ
れ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
代
は
と
も
に
喜
多
見
勝
忠
が
奉
行
の
時
で
あ
り
、
こ
の
処

刑
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
紬
松
村
領
内
の
「
穣
多
」
身
分
の

人
び
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
キ
リ
シ
タ
ン
」
の
人
び
と
の
死
別
と

「
穣
多
・
非
人
」
身
分
の
人
び
と
の
差
別
と
は
表
裏
一
体
と
な
っ

て
徳
川
幕
藩
体
制
（
身
分
差
別
体
制
）
維
持
の
た
め
に
権
力
よ
り

の
指
令
に
よ
り
遂
行
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

堺
四
ヶ
所
非
人
の
人
び
と
も
、
寛
永
一
○
年
乃
至
寛
永
二
○
年

の
間
に
そ
の
刑
吏
と
し
て
の
役
負
担
を
負
荷
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
間
の
寛
永
一
四
年
（
一
六
一
一
一
七
）
一
一
月
九
曰
に
島
原

の
乱
が
惹
起
し
、
翌
寛
永
一
五
年
二
月
二
七
曰
に
は
そ
の
拠
点
で

あ
る
原
城
が
陥
落
し
て
、
こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
反
乱
は
治
ま
る
が
、

徳
川
幕
府
は
禁
教
を
一
層
き
び
し
く
し
、
そ
の
年
一
二
月
四
曰
に

は
吉
利
支
丹
奉
行
（
宗
門
改
役
）
を
置
き
、
井
上
筑
後
守
政
重
を

任
命
し
て
い
る
。
こ
の
初
代
の
吉
利
支
丹
奉
行
は
キ
リ
シ
タ
ン
弾

圧
に
辣
腕
を
ふ
る
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
寛
文
四
年
二
六

六
四
）
以
降
に
は
諸
藩
に
も
「
宗
門
改
役
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
堺
四
ヶ
所
非
人
の
人
び
と
が
刑
吏
と
し
て
の
役
負
担

に
従
事
さ
せ
ら
れ
て
い
た
問
の
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
の
時
代
を
境

と
し
て
、
「
吉
利
支
丹
」
の
文
字
は
使
用
さ
れ
な
く
な
り
、
そ
れ
に

右
舳
松
村
領
内
除
地
二
罷
在
候
穣
多
共
、
凡
八
、
九
十
年
以
前

石
河
土
佐
守
奉
行
之
時
分
迄
ハ
堺
御
仕
置
者
在
之
節
は
京
大
坂

之
通
役
儀
相
勤
候
得
共
、
其
節
穣
多
村
家
数
・
人
数
等
段
々
減

少
、
因
願
差
菟
、
四
ヶ
所
非
人
共
一
一
申
付
候
処
、
浅
野
壱
岐
守

奉
行
之
内
享
保
八
癸
卯
年
五
月
右
穣
多
と
も
古
来
之
儀
申
立
、

御
田
地
除
地
二
罷
在
相
応
之
御
用
不
相
勤
儀
冥
加
恐
敷
存
、
今

程
家
数
・
人
数
等
も
多
ク
成
候
間
、
御
仕
置
者
在
之
節
、
近
国

之
通
以
古
格
諸
事
相
勤
度
旨
願
出
候
故
、
吟
味
之
上
差
問
も
無

之
候
二
付
同
五
月
廿
一
一
曰
願
之
通
申
付



2２ 
2３ 和泉の国の非人番について

変
わ
っ
て
「
切
支
丹
」
な
る
文
字
が
使
用
さ
れ
、
時
に
は
、
「
切
死

丹
」
な
る
文
字
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
び
と
へ
の
弾
圧
が
き
び
し
か
っ
た

丹
」
な
る
文
字
が
使
用
ざ
れ
ブ

そ
れ
だ
け
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
‐

事
実
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。

な
お
、
堺
四
ヶ
所
非
人
の
う
ち
、
「
七
堂
浜
」
非
人
の
人
び
と
が

居
所
と
し
て
い
た
「
宗
宅
寺
」
は
浄
土
宗
で
あ
り
、
「
北
十
万
」
非

人
の
人
び
と
が
居
所
と
し
て
い
た
「
北
十
万
」
（
悲
田
院
）
も
浄
土

宗
で
あ
る
。
ま
た
、
「
湊
村
」
非
人
の
人
び
と
の
菩
提
寺
で
あ
る
「
浄

光
寺
」
も
浄
土
宗
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
悲
田
寺
」
非
人
の
人
び
と

が
過
去
に
居
所
と
し
て
い
た
「
妙
行
寺
」
は
「
大
阪
府
の
地
名
Ⅱ
」

に
は
「
法
華
宗
」
（
現
存
セ
ズ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
妙
行

寺
」
は
明
治
五
壬
申
年
「
堺
港
全
図
」
に
「
戎
寺
町
」
（
輝
通
寺
筋
）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
大
正
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
阪
府

全
志
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

二
）
豊
田
村
非
人
番

安
沢
秀
一
氏
の
編
纂
さ
れ
た
「
和
泉
国
大
鳥
郡
上
神
谷
豊
田
村

小
谷
家
文
書
目
録
」
（
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
第
三
六
集
）
に
は
、

次
の
貞
享
年
間
の
非
人
番
関
係
の
史
料
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

用
説
明
さ
れ
て
い
る
。

資
料
八

生
野
代
官
所
の
建
物
中
に
篭
屋
及
番
所
五
ヶ
所
（
播
磨
ロ
但

馬
ロ
、
小
野
ロ
、
石
渕
口
、
竹
野
原
□
）
の
存
在
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
が
、
籠
屋
に
付
い
て
は
「
銀
山
秘
録
」
に
次
の
よ

う
に
み
え
て
い
る
。

牢
屋
囲
表
口
六
間
半
、
裏
行
十
二
間

番
人
小
屋
長
三
間
半
、
横
二
間

獄
舎

一
間
半
四
方
一
囲

長
二
間
、
横
一
間
半
一
囲

こ
れ
に
よ
る
と
、
監
房
は
大
・
小
二
室
が
あ
り
、
番
人
の
勤
務

場
所
に
付
属
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
こ
の
「
番
人
」
は

単
な
る
牢
番
で
は
な
く
、
村
の
警
察
事
務
を
担
当
し
た
非
人
番
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」

と
、
両
氏
は
資
料
を
紹
介
さ
れ
た
上
で
、
次
の
ご
と
く
「
兵
庫
県

警
察
史
」
の
筆
者
の
見
解
を
批
判
さ
れ
て
、
「
非
人
番
」
と
書
か
れ

て
い
る
最
も
古
い
記
録
は
、
享
保
二
年
二
七
一
六
）
で
あ
る
と

さ
れ
る
。

「
し
か
し
、
こ
の
番
人
小
屋
に
非
人
番
が
い
た
と
い
う
確
証
は

な
い
。
も
し
か
り
に
番
人
と
し
て
非
人
が
い
た
と
し
て
も
、
村
方

に
あ
る
非
人
番
と
は
同
じ
性
格
の
も
の
と
は
考
え
が
た
い
。
明
ら

か
に
非
人
番
と
書
か
れ
て
い
る
最
も
古
い
記
録
は
、
享
保
二
年
二

二
和
泉
の
国
の
非
人
番

に
わ
だ
に
と
よ
だ

右
の
一
一
通
の
文
書
に
よ
り
、
和
泉
の
国
大
鳥
郡
上
神
谷
豊
田
村

に
は
、
す
で
に
貞
享
四
年
二
六
八
七
）
と
い
う
早
い
時
点
に
お

い
て
番
非
人
長
次
郎
の
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
な

ら
ず
、
貞
享
五
年
の
文
書
に
よ
り
、
そ
の
組
織
化
も
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

松
岡
秀
夫
・
横
田
久
和
両
氏
の
。
非
人
番
」
研
究
ノ
ー
ト
」
（
「
近

世
部
落
史
の
研
究
（
上
屋
西
播
地
域
皮
多
村
文
書
研
究
会
編
、
雄

山
閣
、
一
九
七
六
年
所
載
）
に
よ
る
と
、
非
人
番
の
最
も
古
い
記

録
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
一
一
）
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
。

「
周
辺
に
お
け
る
非
人
番
の
も
っ
と
も
古
い
記
録
は
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
の
『
生
野
代
官
所
文
書
」
に
あ
る
「
番
人
小
屋
」

と
い
う
記
載
で
、
『
兵
庫
県
警
察
史
」
に
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
引

七
一
六
）
の
「
一
一
一
木
町
文
書
」
で
あ
る
。

資
料
九

当
中
島
五
ヶ
町
非
人
番
東
這
田
村
に
罷
在
候
武
兵

衛
と
申
者
私
弟
分
之
者
二
而
慥
成
も
の
に
御
座
候

一
一
付
私
御
請
負
申
上
非
人
番
被
仰
付
候

す
な
わ
ち
、
非
人
番
の
後
任
を
推
薦
し
て
い
る
具
体
的
な
資
料

で
あ
っ
て
、
確
実
に
非
人
番
の
存
在
を
証
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は

享
保
二
年
以
前
に
非
人
番
制
度
が
存
在
し
て
い
て
、
そ
の
雇
用
に

は
同
輩
あ
る
い
は
頭
分
の
推
挙
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
」

右
の
資
料
の
う
ち
、
元
禄
五
年
の
「
生
野
代
官
所
文
書
」
の
「
番

人
小
屋
」
の
「
番
人
」
は
、
す
で
に
貞
享
四
年
の
番
非
人
長
次
郎

の
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
『
兵
庫
県
警
察
史
」
の
筆
者
の
見

解
の
ご
と
く
「
非
人
番
」
と
し
て
断
定
し
て
差
支
え
な
い
で
あ
る

ア
フ
。

「
東
大
阪
市
史
資
料
集
」
第
六
集
（
一
）
（
一
一
）
（
三
）
（
四
）
に

は
九
六
冊
の
村
明
細
帳
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
三
五

冊
に
は
非
人
番
の
記
事
が
あ
り
、
河
内
国
に
お
け
る
非
人
番
常
駐

の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
、
最
も
古
い
も
の
は
、

元
禄
一
四
歳
巳
五
月
付
「
河
内
国
若
江
郡
中
野
村
諸
色
覚
帳
」
（
史

料
七
）
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
次
の
記
載
が
あ
る
。

（
豊
田
村
番
非
人
長
次
郎
二
付
泉
州
堺
梅
翁
寺
太
空
）
宗
旨
請

合
一
札
貞
享
四
年
八
月
八
曰
一
通
（
史
料
番
号
五
四
三
一
一
）

（
非
人
ハ
長
吏
同
格
―
―
て
支
配
下
故
、
召
抱
被
置
番
非
人
二
付

身
許
請
合
一
札
）
堺
四
ヶ
所
長
吏

戸
板
（
豊
田
）
村
庄
屋
年
寄
宛
貞
享
五
年
七
月
二
曰
一
通

（
史
料
番
号
五
三
七
八
）
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豊
田
村
は
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
よ
り
寛
永
一
八
年
（
一
六

四
二
ま
で
堺
奉
行
支
配
下
の
代
官
根
来
盛
重
の
管
轄
下
に
あ
っ

た
が
、
寛
永
一
八
年
七
月
、
根
来
盛
重
が
没
す
る
と
、
こ
の
よ
う

な
中
間
的
代
官
制
度
は
廃
止
と
な
り
、
堺
奉
行
石
河
土
佐
守
勝
正

の
直
轄
下
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
堺
奉
行
直
轄
の
時
代
は
終
わ
り
、

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
二
月
、
渡
辺
丹
後
守
吉
綱
の
私
領
と

な
り
、
渡
辺
氏
の
私
領
の
ま
ま
最
幕
末
に
至
っ
て
い
る
。
世
に
い

う
伯
太
藩
で
あ
る
。
従
っ
て
、
豊
田
村
非
人
番
は
、
豊
田
村
庄
屋

小
谷
家
を
通
じ
て
、
伯
太
藩
主
渡
辺
氏
の
支
配
下
に
も
所
属
し
て

い
た
。 （
堺
奉
行
駒
井
信
義
）
ｌ
湊
長
吏
金
兵
衛
ｌ
菱
木
村
組
頭
久
助

ｌ
豊
田
村
番
人
佐
吉

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
久
二
年
（
一
八
六
一
一
）
三
月
と
い
う
時
点

の
非
人
番
組
織
図
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

（
二
）
草
部
村
非
人
番

元
禄
一
四
年
（
一
七
○
｜
）
五
月
と
い
う
時
点
に
お
い
て
、
河

内
国
若
江
郡
中
野
村
に
村
抱
の
番
人
（
非
人
番
）
の
存
在
し
て
い

た
こ
と
は
、
右
の
記
事
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、

非
人
番
の
設
置
さ
れ
た
目
的
も
ま
た
明
瞭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
村
中
昼
ノ
内
火
用
心
丼
乞
食
・
非
人
等
村
中
へ
狼
二
入
申
問
敷

た
め
」
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
非
人
番
の
任
務
の
第
一

は
「
火
用
心
」
で
あ
り
、
第
二
は
「
乞
食
・
非
人
等
」
の
排
除
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
こ
の
第
二
の
任
務
の
遂
行
の
た

め
に
こ
そ
、
非
人
番
は
村
抱
と
し
て
存
在
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
非
人
番
の
設
置
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
の
「
乞
食
・

非
人
等
」
の
村
々
へ
の
俳
個
の
事
実
を
も
こ
こ
に
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
村
か
ら
米
麦
を
支
給
さ
れ
る
番
人
は
「
抱
非
人
」

で
あ
る
が
、
村
か
ら
排
除
さ
れ
る
「
非
人
」
は
「
野
非
人
」
で
あ

る
。
こ
の
「
野
非
人
」
こ
そ
、
ま
さ
に
人
外
の
人
で
あ
っ
た
の
で

あ
り
、
徳
川
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
最
底
の
身
分
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

右
の
河
内
国
若
江
郡
中
野
村
の
番
人
の
任
務
は
、
貞
享
四
年
に

文
久
二
年
三
月
一
通
（
史
料
番
号
五
七
一
五
）

『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
上
巻
」
岡
本
良
一
・
内
田
九
州
男
編
、

番
人
給
米
麦

是
ハ
村
中
昼
ノ
内
火
用
心
丼
乞
食
・
非
人

等
村
中
へ
狸
二
入
申
間
敷
た
め
、
番
人
召

抱
置
候
給
米
麦

清
文
堂
、
一
九
七
四
年
（
六
五
～
六
六
ペ
ー
ジ
）
に
次
の
記
事
が

あ
る
。一
泉
州
草
部
村
二
罷
在
候
転
切
支
丹
五
兵
衛
小
女
郎
生
死
之
儀

一
一
付
、
同
村
役
人
方
一
札
之
事

寛

一
当
村
二
罷
在
候
番
非
人
五
兵
衛
井
市
兵
衛
女
房
小
女
郎
、
此

弐
人
ハ
摂
州
西
成
郡
下
難
波
村
領
乞
食
仲
間
転
切
支
丹
久
右

衛
門
嫡
男
四
女
之
由
、
貞
享
四
卯
年
非
人
次
兵
衛
与
申
者
相

知
セ
承
届
申
候
、
然
者
右
弐
人
之
者
丼
妻
子
共
宗
門
生
死
之

訳
、
其
方
江
相
知
ら
セ
候
様
一
一
と
の
義
得
其
意
申
候
、
尤
其

方
二
住
居
之
転
久
右
衛
門
末
類
生
死
之
義
、
此
方
へ
も
御
知

ら
せ
可
有
之
由
互
一
一
可
申
合
候
、
右
五
兵
衛
・
市
兵
衛
妻
子

共
不
残
浄
土
宗
湊
村
浄
光
寺
旦
那
二
紛
無
之
、
毎
年
寺
受
状

取
申
候
、
以
上泉
州
大
鳥
郡
草
部
村
庄
屋

元
禄
六
年
酉
八
月
七
曰
大
塚
吉
右
衛
門
印

下
難
波
村
庄
屋

甚
左
衛
門
殿

転
類
族
佃
娘
蝿
旦
那
寺
之
覚

和
泉
国
大
鳥
郡
上
神
谷
豊
田
村
に
村
抱
と
し
て
常
駐
し
た
番
非
人

長
次
郎
の
任
務
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

貞
享
四
年
の
番
非
人
の
存
在
は
、
現
在
、
知
ら
れ
る
限
り
で
の

か
な
り
古
い
例
で
あ
る
が
、
こ
の
貞
享
四
年
と
い
う
時
点
は
注
目

す
べ
き
年
で
も
あ
る
。

「
常
憲
院
殿
御
実
紀
巻
十
五
」
貞
享
四
年
六
月
廿
二
曰
条
に
「
天

主
教
徒
査
検
」
の
記
事
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
ろ
び
き
り
し
た

ん
と
そ
の
類
族
を
改
め
る
令
が
記
さ
れ
て
い
る
。
徳
川
幕
府
は
一

貫
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
「
邪
法
」
と
し
「
邪
教
」
と
し
て
禁
じ
て

い
る
が
、
「
切
死
丹
」
の
文
字
が
使
用
さ
れ
出
す
の
は
、
こ
の
貞
享

年
間
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
。
組
織
化
さ
れ
た
番
非
人
長
次
郎
の
公

的
な
任
務
と
し
て
、
こ
の
き
り
し
た
ん
の
探
索
、
取
締
り
も
課
せ

ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
番
非
人
長
次
郎
」
の
「
宗

旨
請
合
」
を
し
た
「
梅
翁
寺
」
は
浄
土
宗
で
あ
る
。

貞
享
五
年
二
六
八
八
）
七
月
の
時
点
で
は
、
豊
田
村
番
非
人

は
直
接
に
堺
四
ヶ
所
長
吏
に
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
こ
の
組
織
化

に
つ
い
て
、
先
述
の
史
料
館
小
谷
家
文
書
目
録
の
中
に
次
の
史
料

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
田
園
村
人
別
二
候
得
共
豊
田
村
番
人
相
勤
居
候
佐
吉
長
吏
手

元
役
二
相
当
ル
ー
一
付
身
許
湊
長
吏
菱
木
村
組
頭
連
判
請
合
一

札
）
湊
長
吏
金
兵
衛
・
菱
木
村
組
頭
久
助
豊
田
村
役
人
宛

浄
土
宗
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右
の
記
事
で
注
目
す
べ
き
は
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
一
一
一
）
と
い

う
時
点
で
、
草
部
村
に
番
非
人
五
兵
衛
と
市
兵
衛
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
存
在
は
貞
享
四
年
二
六
八
七
）
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
文
中
に
「
貞
享

四
卯
年
非
人
次
兵
衛
与
申
者
相
知
セ
承
届
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
記
事
は
、

貞
享
四
年
六
月
二
一
一
曰
に
発
令
さ
れ
た
「
天
主
教
徒
査
検
」
（
こ
ろ

び
き
り
し
た
ん
と
そ
の
類
族
を
改
め
る
令
）
と
関
連
の
あ
る
こ
と

も
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
人
の
番
非
人
の
う
ち
、
五
兵

こ
ろ
び
き
り
し
た
ん

衛
は
「
摂
州
西
成
郡
下
難
波
村
領
乞
食
仲
間
転
切
支
丹
久
右
衛

門
」
の
「
嫡
男
」
で
あ
り
、
市
兵
衛
は
「
転
切
支
丹
久
右
衛
門
」

の
「
四
女
」
で
あ
る
「
小
女
郎
」
を
「
女
房
」
と
し
て
お
り
、
と

も
に
こ
ろ
び
き
り
し
た
ん
の
類
族
と
し
て
「
天
主
教
徒
査
検
」
に

こ
の
久
右
衛
門
の
息
子
で
あ
る
番
非
人
五
兵
衛
の
死
に
つ
い
て

は
、
同
書
七
一
～
七
二
ペ
ー
ジ
に
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

し
て
そ
の
長
い

支
丹
転
二
而
御
座
候
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
「
転
切
支
丹
久

右
衛
門
」
は
「
道
頓
堀
非
人
組
頭
」
の
現
役
の
ま
ま
に
病
死
し
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

右
の
二
つ
の
記
事
か
ら
、
「
転
切
支
丹
久
右
衛
門
」
の
一
生
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
久
右
衛
門
は
天
正
一
五

年
（
一
五
八
九
）
に
三
河
国
に
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
き
り
し
た
ん

と
な
り
、
「
難
波
村
領
乞
食
在
所
」
に
居
住
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
寛

永
八
年
（
一
六
一
一
一
一
）
に
大
坂
町
奉
行
久
貝
因
幡
守
の
詮
議
を
受

け
、
そ
の
時
、
き
り
し
た
ん
を
や
め
て
浄
土
宗
に
転
向
し
て
い
る
。

時
に
久
右
衛
門
四
三
歳
。
そ
の
後
、
大
坂
町
奉
行
曽
我
丹
波
守
の

取
り
調
べ
を
受
け
、
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
一
二
月
一
一
一
曰
に

「
難
波
村
江
御
預
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
道
頓
堀
非
人
垣
外

入
り
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
時
に
久
右
衛
門
五
六
歳
。
そ

れ
以
後
、
い
つ
「
道
頓
堀
非
人
組
頭
」
と
な
っ
た
の
か
は
不
明
だ

が
、
久
右
衛
門
に
そ
れ
な
り
の
人
望
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、

「
転
切
支
丹
」
と
し
て
、
「
切
支
丹
」
摘
発
に
そ
の
手
腕
を
活
用
さ

れ
た
の
か
、
と
も
あ
れ
、
久
右
衛
門
は
現
役
の
「
非
人
組
頭
」
と

久
右
衛
門
次
男

右
之
通
二
御
座
候
、
已
上

京
百
万
遍
派
堺
南
寺
町
長
泉
寺
末
寺

万
年
長
十
郎
様
御
代
官
所
泉
州
湊
村

浄
光
寺

実
名
持
誉

元
禄
六
年
酉
八
月
七
曰

下
難
波
村
庄
屋

甚
左
衛
門
殿

あ
れ
、
久
右
衛
門
は
現
役
の

生
を
終
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
塚
吉
右
衛
門
印

深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
二
人
の
番
非
人
の
旦
那
寺
が
、
と
も
に
「
浄
土
宗

湊
村
浄
光
寺
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
人
の
番
非
人
は
湊
村

長
吏
と
直
結
し
て
組
織
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
類
推
さ
れ
る
。

ま
た
、
同
書
一
二
ペ
ー
ジ
の
「
寛
文
七
未
年
」
の
記
事
に
は
「
道

頓
堀
非
人
組
頭
久
右
衛
門
当
年
七
拾
九
才
一
一
而
病
死
仕
候
、
吉
利

五
兵
衛
・
小
女
郎
の
父
親
で
あ
る
「
転
切
支
丹
久
右
衛
門
」
に

つ
い
て
、
同
書
二
九
二
ペ
ー
ジ
に
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

右
の
記
事
か
ら
、
五
兵
衛
は
久
右
衛
門
の
次
男
で
あ
り
、
万
治

元
年
（
一
六
五
八
）
の
出
生
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
父
親

の
久
右
衛
門
は
時
に
七
○
歳
の
高
齢
で
あ
り
、
そ
の
妻
帯
は
遅
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
貞
享
四
年
二
六
八
七
）
に
は
五
兵
衛
は
草

部
村
の
番
非
人
と
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
時
に
三
○
歳
。

父
親
久
右
衛
門
は
そ
れ
よ
り
二
○
年
以
前
に
病
死
し
て
い
る
。
五

兵
衛
は
元
禄
一
四
年
（
一
七
○
一
）
’
一
月
二
曰
病
死
、
時
に

四
四
歳
。
右
の
記
事
に
は
「
乞
食
」
と
な
っ
て
い
る
が
「
非
人
」

そ
の
も
の
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
「
乞
食
」
と
見
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

草
部
村
番
非
人
市
兵
衛
の
死
に
つ
い
て
は
、
同
書
一
四
六
～
一

四
七
ペ
ー
ジ
に
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

転
切
支
丹

一
久
右
衛
門
病
死

此
者
生
国
三
河
国
幡
頭
郡
た
い
か
う
村
之
由
、
摂
津
国
西
成

郡
難
波
村
領
乞
食
在
所
二
罷
在
候
所
、
寛
永
八
辛
未
年
大
坂

町
御
奉
行
久
貝
因
幡
守
様
被
遂
御
詮
議
候
刻
、
切
支
丹
宗
門

を
転
浄
土
宗
｜
一
成
、
其
已
後
大
坂
町
御
奉
行
曽
我
丹
波
守
様

被
遊
御
改
、
正
保
一
兀
甲
申
年
十
二
月
十
一
一
曰
難
波
村
江
御
預

被
成
、
寛
文
七
丁
末
年
十
一
月
四
曰
七
十
九
歳
二
而
病
死
、

其
節
大
坂
町
御
奉
行
彦
坂
壱
岐
守
様
江
相
断
、
旦
那
寺
同
所

道
頓
堀
浄
土
宗
竹
林
寺
火
葬
二
取
置
申
候
、
父
母
舅
娘
相
知

不
申
候

転
久
右
衛
門
聟
小
女
郎
夫

一
市
兵
衛
当
子
二
七
拾
三
歳
病
死

右
市
兵
衛
享
保
五
子
年
十
月
廿
曰
之
夜
病
死
致
候

五
兵
衛

此
者
泉
州
大
鳥
郡
草
部
村
二
乞
食
仕
罷
在
候
、

巳
年
十
一
月
十
一
曰
四
拾
四
才
二
而
病
死
仕
、

州
湊
村
浄
土
宗
舩
浄
光
寺
取
置
申
候

元
禄
十
四

旦
那
寺
泉
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村
と
西
樫
井
村
に
分
離
し
て
い
た
時
で
あ
る
。

寛
政
三
歳
亥
正
月
付
「
用
向
留
」
（
関
西
大
学
所
蔵
奥
家
文
書
五

二
五
）
の
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
五
月
一
九
曰
付
の
次
の
記
載

か
ら
、
非
人
番
の
組
織
の
一
端
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

右
の
記
事
か
ら
市
兵
衛
が
五
兵
衛
と
と
も
草
部
村
番
非
人
と
し

て
存
在
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
貞
享
四
年
二
六
八
七
）
に
は
、

享
保
五
年
二
七
二
○
）
七
三
歳
か
ら
逆
算
し
て
、
四
○
歳
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

こ
の
市
兵
衛
の
妻
で
あ
り
、
久
右
衛
門
の
娘
で
あ
っ
た
小
女
郎

の
死
に
つ
い
て
は
、
同
書
一
一
二
五
～
一
一
一
一
六
ペ
ー
ジ
に
次
の
通
り

記
さ
れ
て
い
る
。

口
上
之
覚

一
泉
州
草
部
村
転
類
族
小
女
郎
義
老
病
ト
相
見
江
候
二
付
、
医

者
を
附
養
生
為
致
候
得
共
、
終
本
腹
無
之
今
辰
刻
相
果
申
候
、

右
小
女
郎
義
も
転
類
族
之
内
在
之
候
二
付
、
早
々
御
届
申
上

候
、
其
元
江
御
役
所
江
被
仰
上
可
被
下
候
、
御
指
図
次
第
取

置
申
度
奉
存
候
、
以
上

草
部
村

延
享
元
年
子
十
一
一
月
廿
一
一
一
白
大
塚
吉
右
衛
門
印

氏
原
甚
左
衛
門
殿

転
久
右
衛
門
四
女

一
小
女
郎
当
子
一
一
八
拾
六
歳
病
死

此
小
女
郎
、
子
十
一
一
月
廿
三
曰
辰
ノ
刻
病
死
い
た
し
候

こ
の
小
女
郎
は
不
幸
な
星
の
下
に
生
ま
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら

乍
恐
御
断
奉
申
上
候

石
原
清
左
衛
門
殿
御
代
官
所

泉
窃
曰
根
郡
樫
井
村

当
月
十
五
曰
、
当
村
領
字
川
原
田
と
申
川
岸
道
端
一
一
、
古
脇

指
壱
腰
捨
有
之
、
翌
十
六
曰
持
参
仕
、
御
断
申
上
候
処
、
曰

数
三
曰
見
合
、
否
可
申
上
旨
被
為
仰
付
、
奉
畏
、
則
海
道
へ

書
付
札
等
出
シ
置
候
得
共
、
尋
来
候
者
も
無
御
座
、
御
曰
限

も
昨
曰
一
一
而
相
満
候
故
、
右
品
持
参
仕
、
乍
恐
御
断
奉
申
上

候
、
尤
昨
十
八
曰
昼
セ
ツ
前
、
村
方
非
人
番
吉
兵
衛
丼
同
国

貝
塚
番
人
小
頭
伝
兵
衛
、
右
場
所
近
辺
吟
味
仕
候
処
、
同
所

ら
九
間
斗
東
之
方
、
笹
之
内
へ
、
又
§
古
脇
差
壱
腰
捨
有
之

を
見
付
、
村
方
へ
為
相
知
候
二
付
、
罷
越
及
見
候
処
、
相
違

無
御
座
候
、
右
品
今
曰
持
参
可
仕
処
、
番
人
共
申
候
ハ
、
御

断
之
上
、
村
方
ら
持
参
仕
候
様
二
被
為
仰
付
候
哉
、
番
人
共

方
持
参
仕
候
様
二
被
為
仰
付
候
儀
二
候
ハ
ム
、
番
人
共
持
参

仕
度
様
申
之
、
番
二
付
罷
在
候
、
依
之
乍
恐
御
断
奉
申
上
候
、

已
上

堺
奉
行
贄
正
寿
ｌ
堺
四
ヶ
所
長
吏
ｌ
貝
塚
小
頭
伝
兵
衛
ｌ
樫
井

村
非
人
番
吉
兵
衛

右
の
記
事
に
よ
り
、
樫
井
村
吉
兵
衛
の
上
役
と
し
て
貝
塚
番
人

小
頭
伝
兵
衛
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
と
と

も
に
上
司
と
し
て
奉
行
の
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
時
点
の
非
人
番
の
組
織
図
は
次
の
如
く
想
定
さ
れ

る
。こ
の
「
用
向
留
」
に
は
、
非
人
の
行
倒
れ
の
記
事
が
次
の
如
く

二
件
記
さ
れ
て
い
る
。

ず
天
寿
を
完
う
し
た
の
で
あ
る
が
、
亡
く
な
っ
た
延
享
元
年
二

七
四
四
）
八
六
歳
よ
り
逆
算
し
て
、
そ
の
出
生
は
明
暦
三
年
二

六
五
七
）
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
時
に
父
親
久
右
衛
門
は
六
九

歳
。延
享
三
年
寅
二
月
付
「
泉
州
曰
根
郡
樫
井
村
差
出
明
細
帳
」

（
関
西
大
学
所
蔵
奥
家
文
書
五
○
七
）
に
は
「
番
非
人
壱
人
御
座

候
」
と
明
記
さ
れ
て
い
て
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
二
月
の

時
点
に
は
樫
井
村
に
お
い
て
「
番
非
人
」
が
確
実
に
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
存
在
は
そ
れ
以
前
に
も
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

享
保
五
年
子
八
月
付
「
和
泉
国
曰
根
郡
樫
井
村
鑑
（
西
樫
井
村
と

（
関
西
大
学
所
蔵
奥
家
文
書
五
○
五
）
に
は
「
米
八
斗
番
非
人

給
是
ハ
村
中
高
割
二
掛
り
出
シ
来
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、

享
保
五
年
（
’
七
二
○
）
八
月
の
時
点
に
お
い
て
す
で
に
番
非
人

が
存
在
し
て
い
た
も
よ
う
で
あ
る
。

樫
井
村
は
も
と
も
と
一
村
で
あ
っ
た
が
、
宝
永
五
年
二
七
○

八
）
に
村
方
騒
動
が
あ
り
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
樫
井
村
は
東

西
両
村
に
分
離
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
延
享
元
年
二
七
四
四
）

に
は
、
も
と
の
如
く
合
併
し
て
一
村
と
な
り
、
以
後
一
村
の
ま
ま

に
推
移
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
享
保
五
年
八
月
の
時
点
は
東
樫
丼

（
三
）
樫
井
村
非
人
番

一
札
之
事

一
今
日
病
死
仕
候
年
頃
三
十
四
五
才
斗
之
男
非
人
儀
、
近
来
当

御
村
方
へ
も
入
込
、
近
村
ｆ
一
一
而
も
見
請
候
非
人
二
而
、
私

今
暁
セ
ツ
時
過
廻
リ
ニ
罷
出
候
処
、
村
内
往
還
二
而
見
請
候

処
、
打
臥
罷
在
候
二
付
、
様
子
相
尋
候
処
、
一
向
請
答
相
分

寛
政
六
年
寅
五
月
十
九
曰
年
寄
伊
三
郎

御
奉
行
様

右
御
断
申
上
候
処
、
先
達
而
之
脇
指
ハ
欠
所
二
被
召
上
、
此

度
之
脇
指
ハ
罷
帰
り
村
方
ら
持
参
可
仕
様
被
仰
渡
候
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字
川
原
田
の
道
端
に
て
、
非
人
（
三
七
、
八
才
の
男
）
行
倒
れ
、

翌
一
一
月
一
三
曰
、
夜
五
シ
半
頃
死
亡
の
一
札
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
非
人
行
倒
れ
を
見
つ
け
た
の
は
、
い
ず
れ
も
、
村
の

非
人
番
で
あ
る
。
こ
の
非
人
番
は
、
村
よ
り
給
米
を
支
給
さ
れ
て

「
宗
門
改
帳
」
（
戸
籍
）
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
抱
非
人
で
あ
る
が
、

リ
不
申
候
儘
セ
リ
上
候
様
子
二
付
、
即
刻
其
殿
御
届
申
、
薬

等
相
与
江
候
得
共
、
通
り
不
申
、
同
刻
相
果
候
儀
二
付
、
全

躰
常
度
疾
病
二
而
、
去
冬
頃
右
歩
行
不
自
由
難
儀
二
罷
在
候

儀
二
而
、
此
節
差
重
り
相
果
候
儀
与
相
見
へ
、
惣
身
疵
所
無

之
、
常
直
見
馴
レ
候
非
人
二
而
、
全
病
死
二
相
違
無
御
座
、

右
二
付
何
二
而
も
怪
敷
筋
一
切
無
御
座
候
、
若
右
ニ
付
如
何

様
之
儀
出
来
仕
候
共
、
私
引
請
急
度
申
披
可
仕
候
、
為
後
日

一
札
如
件

泉
窃
曰
根
郡
樫
井
村

文
化
元
子
年
三
月
十
七
曰

非
人
番番
助
印

当
御
村
方御
役
人
中
様

右
ハ
番
人
方
請
取
候
一
札
之
写

一
私
儀
昨
十
二
曰
朝
六
シ
半
頃
、
為
見
廻
罷
出
候
処
、
当
村
領

往
来
字
川
原
田
と
唱
候
道
端
一
一
、
年
頃
三
十
七
八
才
之
男
壱

人
行
倒
罷
有
候
二
付
、
見
請
候
処
、
近
年
隣
村
致
俳
個
候
見

馴
非
人
、
浅
黄
破
木
綿
糯
絆
藤
川
、
継
自
裕
壱
シ
着
、
木
綿

マ
マ

継
切
帯
二
〆
、
側
二
白
木
綿
袋
壱
シ
、
飯
骨
柳
壱
シ
、
古
椀

弐
シ
、
枚
箸
壱
膳
、
藁
草
祁
ヲ
履
罷
有
候
印
Ｈ
］
様
子
相
尋

一
札
之
事

こ
の
「
用
向
留
」
は
村
役
人
（
庄
屋
・
年
寄
）
の
記
録
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
非
人
番
番
助
よ
り
村
役
人
に
届
け
ら
れ
た
非
人
行
倒

一
札
が
二
通
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一
通
は
文
化
元
年
（
’
八
○
四
）
三
月
一
七
曰
、
暁
セ
ツ
す
ぎ
、

非
人
（
三
四
、
五
才
ば
か
り
の
男
）
病
死
の
一
札
で
あ
り
、
も
う

一
通
は
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
二
月
一
一
一
曰
、
朝
六
シ
半
頃
、

行
倒
れ
と
な
る
非
人
は
「
宗
門
改
帳
」
に
も
登
録
さ
れ
な
い
「
帳

外
」
の
い
わ
ゆ
る
野
非
人
で
あ
る
。
共
同
体
よ
り
の
疎
外
と
い
う

場
合
、
徳
川
幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
、
最
も
疎
外
さ
れ
た
の
は
、

生
活
の
基
盤
の
な
い
、
こ
の
野
非
人
で
あ
り
、
飢
饅
な
ど
の
、
ま

つ
さ
き
の
犠
牲
者
も
、
ま
た
こ
の
野
非
人
層
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

候
へ
共
、
一
言
舌
不
相
分
、
其
段
各
様
相
届
、
御
見
請
候
上
、

御
差
図
通
、
其
場
所
へ
致
小
家
掛
、
養
生
仕
候
へ
共
、
不
相

叶
、
今
十
三
曰
夜
五
シ
半
時
働
梛
果
候
付
、
猶
又
其
段
相
届
、

（
無
之
ナ
シ
）

各
様
御
立
会
之
上
、
見
改
候
処
、
惣
身
疵
所
ハ
勿
藝
調
、
全
病

死
、
見
馴
非
人
二
相
違
無
御
座
候
間
、
何
卒
死
骸
取
片
付
御

申
付
可
被
下
候
、
以
来
右
一
件
二
付
、
彼
是
申
者
有
之
候
ハ
ジ

マ
マ
（
度
ナ
シ
）

私
罷
出
急
埒
明
、
御
村
方
へ
御
妨
儀
相
掛
申
間
敷
侯
、
為
後

曰
一
札
差
入
申
処
、
価
如
件

泉
窃
曰
根
郡
樫
井
村

番
非
人

撫
剛

文
化
五
辰
年

マ
マ

十
一
月
十
一
一
曰

同
村御
役
人
中
様

’ 
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文
政

文
化

寛
政

安
永 宝延寛享正宝

暦享保保徳永

覧
，
文
兀

寛
言
氷
、

天
明

」 弐
一
←
Ｌ
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ヒーノ

○
（
）
｜
聿
吹
瀞

ｕ
ｌ
ｌ
ｌ
巨

些
一
‐
水
野
『
｜
兀
詣

桑
山
一
慶

浅
野
長
恒

水
谷
勝
比

山
田
利
延

稲
若
正
甫

池
田
正
倫

小
笠
原
信
用

坂
部
明
之

石
野
範
至

佐
野
政
親

山
崎
正
導

贄
正
寿

成
瀬
正
定

仙
石
政
寅

矢
部
定
令

土
屋
廉
直

黒
川
盛
国

依
田
政
明

松
浦
守
忠

小
管
政
芳

三
宅
康
哉

松
平
正
卜

水
野
信
行

穀
倉
吉

■
■
 

閉
爬
判
対
元
Ⅲ
哉
少
一
凸
川
Ｆ

肥
一
石
一
雪
ニ
エ
ヘ
｜
》
□
ロ
曰
二
一
「
ヨ

ヨ
『
則
望
蒟

入
公
］
Ｉ
圏

」
々
〈
王
国
屋
旧
識

沢
舂
凄
一
右

肝
小
輯
腕
些
切
一
十
几
ロ

肥
｜
｜
｜
ロ
ロ
ニ
ハ
日
よ
り
盲

一
月
一
一
曰
よ
り
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西暦

奉行名

在任期間

慶長五一六○○成瀬正成米沢親勝米沢春親細井正成一八ニハ一三朝倉宜正一九二△四芝山正親長谷川藤広元和三一六一七喜多見勝忠寛永四一六二七島田直時六一六二九水野守信一○一六三三石河勝正承応元一六五二石河利正寛文四一六六四水野元重夫和元一六八一稲垣重氏元禄元一六八八佐久間信就九一六九六一五一七○二天野富重
慶長承応寛文天和

五一八一九一一一四
０ ← 

一ハ一○一兀四一兀一兀九一五

一一ハ一一一一一六一四’六一七一六二七一一ハーハｍ一六八一

成瀬米沢米沢細井朝倉芝山

正成親勝春親正成宜正正親島田直時
水野石河石河水野

守信勝正利正重氏天野富重

九月より慶長一二年まで。九月より慶長一八年五月二曰まで。
右に同じ。

九月より慶長一八年二月二八曰死まで。一一月より慶長一九年三月五曰まで。三月五曰より慶長一九年一二月まで。一二月二四曰、長崎奉行長谷川藤広、堺奉行を兼任、元和三年一月二
曰まで
。

一月二曰より寛永四年一二月二六日死まで。’二月、大坂西町奉行島田直時、堺奉行を兼任、寛永五年一○月七曰ま
で。

二月六曰より寛永九年一二月一七曰まで。一月一二曰より承応元年四月二六曰で。四月二六曰より寛文四年九月二二曰まで。一一月一曰より天和元年三月二九曰まで。五月二一曰より元禄元年七月二七曰まで。八月二三日より元禄九年二月二曰まで。二月二曰、堺奉行廃止され、大坂町奉行が兼役する。二月二八曰、堺奉行再置、天野富重が堺奉行に補任され、宝永二年一
二月一九曰で就任。






